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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

宮上委員（部会長）

事務局（遠藤）

大槻委員

宮上委員（部会長）

菅野委員（会長）

宮上委員（部会長）

宮上委員（部会長）

菅野委員（会長）

大場主幹

菅野委員（会長）

大場主幹

藤原部長

大屋委員

大場主幹

藤原部長

民生部会はボリュームがありますが、本日は何時まで会議を行うことと

しましょうか。お疲れのところ、遅くまで行うと話も煮詰まってくるとは

思います。

本日は墓地・霊園・火葬場までを終わらせたいのでご協力願いたい。

８時３０分はどうでしょか。

～ 委員全員了承 ～

前回は、現計画の検証の途中（自然環境の保護）で議論が終了したため、

続きから始めたい。自然保護に関する調査、教育、啓蒙活動の推進につい

て、行政側より「自然環境保護の意識高揚」と類似部分があるため、まと

めても良いのではとの提案ですが如何でしょうか？

まとめても良いと思う。

では、環境保全については終了します。

～ 委員全員了承 ～

続いて、公害の防止について、何かご質問はありますでしょうか。

騒音と振動はどのように理解したら良いか。

騒音はそのとおり音であり、振動については大都会の工事現場での振動

が主なものであり、町民からの苦情はほとんど無いような状況です。

なお、悪臭に関しては若干の苦情がある。これからの雪解けに伴い灯油

タンクが倒れて灯油が漏れているなどの苦情があります。

騒音・振動の監視活動を行っているようであるが、これからも続けてい

くのか。

監視を続けていきます。

昔、町の中にも工場があり、塗装したりなどの事案はありました。ただ、

工業団地を造成してそちらに工場を移してもらったりした。今も町の中に

工場が無いわけではないが、行政側は工場を把握しているので、何かあっ

た時は対応できる。

河川の水質検査は町としては行っているのか。

国の河川は国が行うなど、それぞれの河川管理者が実施している。

普通河川でも一級河川は開発局だが、もっと上の方に行くと、ある時に

ここからは北海道が管理している。例えば、栄森の河川でも橋から向こう

側は美幌町が管理しており、河川はこのような管理体制になっている。

【民生部会】
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

藤原部長

（次頁から続き）

大場主幹

藤原部長

菅野委員（会長）

藤原部長

大場主幹

菅野委員（会長）

大屋委員

菅野委員（会長）

藤原部長

宮上委員（部会長）

大屋委員

藤原部長

事務局（遠藤）

一番影響があるのは一級河川である。ただ、普通河川でもこのあいだ発

生した栄森の農地が崩落した際も水質が汚濁するので、漁業者にとっては

死活問題なので直ぐに女満別の漁協が飛んでくるようなこともある。

公害について、例えば、日甜の操業が始まる時には若干の臭いを感じる

と思うが、それは人によって感じ方が違う。美幌は、日甜と農工連が臭い

に関する工場としては把握をしている。しかし、町民に害を及ぼしている

ということではないが、何か発生した場合は町が指導していく。

産業との組み合わせもある。産業も振興しなければならないが、居住者

も大事といったことである。

日甜は過去に悪臭問題があったのか。今までにも会社は色々と改修工事

をしてきていると思うが。

大雨の時には、工場の処理能力を超えた場合にあり得ると思います。

例えば、昔は日甜も煙が出ていたが今は水蒸気になっている。各企業も

色々と努力されている。

農工連はどうなのか。

農工連も努力をして取り組んでいる。

日甜も農工連も含めて、企業側も努力しているという認識を図っていか

なければならない。

公害には関係ないが、下水道が普及することでハエや蚊が無くなるた

め、昔と比べて数は少ないと思う。衛生状態は良くなることになる。

農家も個別排水処理施設を設置している。町の下水道処理施設と同じく

バクテリア処理をしておりこれも下水道である。

環境保全に関して協議したが、この他に新しく追加する施策はあるか確

認したい。

町は水源地（古梅ダム）の保護は考えていないのか。

水源地は国有林の中にあるため国が担当している。

環境保全について整理したい。３つの施策があり次期計画にも登載する

が、主な取り組みの中で「営農用水確保のための調査、研究」については

前回で指摘があり、経済部会で取り上げて頂くことで調整したい。

～ 委員全員了承 ～
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

宮上委員（部会長）

大場主幹

宮上委員（部会長）

大屋委員

大場主幹

大屋委員

大場主幹

藤原部長

大屋委員

大場主幹

藤原部長

菅野委員（会長）

藤原部長

大場主幹

菅野委員（会長）

続いて、環境美化に入ります。

①この項目に関する、現状や課題を説明。

委員の皆さんは事前に目を通して頂いているため、施策毎に協議したい

と思います。

不法投棄について、私の住む報徳地区にはかなりの不法投棄があるが、

パトロールは何時されているのか。

日常的に委託業者が巡回している。毎日同じ地区ではないが、地区を区

切りながら行っている。つまり、町内では巡回がされている。

家電なども捨てられており発火でもして、山火事が発生したら大変なこ

とになる。仮に不法投棄を発見した時には回収とかを行っているのか。

回収はしている。法面などに捨てられているゴミは見つけにくく、地主

からの情報で発見されている。

不法投棄は犯罪であり警察の捜査が入る。皆さんの税金で不法投棄を処

理させて頂いているのが実態である。0.01％の人が不法投棄をしているた

め見つからない。ほとんどの人は不法投棄など考えたこともないと思って

おり、意識の向上が大切である。

不法投棄がされている場合に、その人を捕まえることはできるのか。

何年か前の事例だが、親が亡くなった時の葬儀のハガキが大量に残って

いた。警察が入っても、盗られたなどと言ってなかなか口を割らない。領

収書の証拠があっても口を割らないことが多い。

地域も苦労しており衛生部会連合会で注意看板を立てているが、地域が

意識してみんなで取り組むことが意義あることである。

不法投棄も含めて、住民意識の高揚をどう図るかである。私も毎日散歩

しているが、恐らく車から捨てられたゴミが大小すごく落ちている。この

状態は10年以上経っても変わらない。住民にどう認識させるかである。

例えば、少年団では春先にゴミ拾いをしているが、その際には町からボ

ランティア袋を提供するなど、企業も奉仕をしてくれている。子ども達が

こうした活動をすることが住民意識に繋がっていくと思う。

現状としても、自治会では自分達の地域を清掃するためボランティア袋

が活用されているが、以前よりは町の中がキレイになっており、大変あり

がたく思っている。

中学生も毎年定期的にゴミ拾いを行っている。やはり、住民意識の高揚

が大切である。
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

浅倉委員

藤原部長

浅倉委員

宮上委員（部会長）

大槻委員（副部会長）

藤原部長

大槻委員（副部会長）

藤原部長

菅野委員（会長）

毎年のことだが、墓の供物が捨てないでと表示している場所に捨てら

れ、せっかく掃除した場所も汚くなっており悪循環の繰り返しである。特

に町外者が捨てているが分かってやっているため、できればその場所に金

網をおいて毎日片付けることはできないものか。

費用を掛ければ回収はできる。でも、それぞれの方の認識を高めること

が必要であり、墓地を利用する方だけでなく皆さんにもお願いしたい。

テレビで見たが、赤い鳥居を置くと不法投棄されないらしい。

ワークセンターぴぽろで、利用者と一緒に春に病院の下までゴミ拾いを

している。病院の前の国道に面している部分は草刈りをしているが、下の

部分は我々の敷地でないため手を付けられないが、ゴミを拾っていくとキ

レイな場所には捨てられていない。町の中ではないため、場所的な条件も

あるが、草が伸び放題の部分にはゴミを捨てる傾向があるのかなと拾いな

がら思っている。

美幌から北見に通じる道路もそうであるが全体的なことだと思う。予算

的なことは理解するが、草が伸びている場所は汚い印象があり、ゴミを捨

てても良いのかいったイメージがあると思う。町全体がキレイにしている

といった努力を見せると子ども達も理解すると思う。物を捨てるというこ

とは、そうした環境を作っているからだ思う。どこに予算を使うのかを考

えて行かないと、自分達が思うような美幌にはなっていかず、根本的な部

分から変えていかなければならない。美化のため花壇を作るのは理解する

が、町の中の花壇はキレイだが、まずは外側（郊外）からキレイにしてく

ことによって、自然と町の中もキレイになると思うので、町民への意識付

けが必要である。お金の掛ける部分を決めていかないとならない。

住んでいる人にとって、こういう町に住みたいという環境整備があれ

ば、こうした不法投棄も無くなるということだと思う。

ある小さな村の話だが、よそから人を呼ぼうとする中で、お年寄りが自

分達の村をキレイにしようと草刈りをした。盆や正月に帰省する子ども達

がその姿を見て、同じように草刈りすることで村の入口からキレイになっ

た。道路の両端がキレイだと気持ち良く歩けるということを思うと、何処

をすべきかというと招き入れる入口をキレイにすることである。美幌峠に

向かう道路も、ある程度キレイだと気持ちも違うと思う。草が伸びていれ

ば、その場所にゴミを捨てたくなってしまうのではないかと思う。

町でも花を配布しているが、地域の温度差はあると思う。役場が全て行

えば良いのかもしれないが、そうなるとお金で取り組めることはあるが、

やはり住んでいる人達で盛り上げて頂きたい。花壇整備は広めていきたい

と考えている。

美富にある苗畑センターは、今後も継続して苗を作ることはできるの

か。
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

藤原部長

菅野委員（会長）

大場主幹

宮上委員（部会長）

宮上委員（部会長）

成田技師

大場主幹

藤原部長

菅野委員（会長）

大場主幹

藤原部長

杢師委員

藤原部長

町有地でもあり、業務は町で委託しているため大丈夫である。参考まで

に、苗を買うより安く済んでいるので利用してほしい。

花壇作りは継続したほうが良いと思う。

その年の気温により花の出来上がりは違ってくるのでご了承願いたい。

３施策の内容について、それぞれに努力してもらうとか、自治会への訴

え掛けとか、町民への周知などの話が出た。取り組み事項としてはこの内

容を推進することとし、また、追加したい項目はあるでしょうか。

〔なし〕

～ 要望がないことで、この内容は委員全員了承 ～

続いて、ごみ処理、リサイクルに入ります。

①この項目に関する、現状や課題を説明。

組成調査の結果、一般的に捨てられるゴミ袋の中には10～15％は資源ゴ

ミが混入されている。キチンと徹底すればゴミも減り、処分場の延命が図

られる。

現在、役場ではドライヤーやラジオなどの小型家電を無償回収している

が、新年度から月一回の資源ゴミの回収時に小型家電も回収する計画をし

ている。その他にも古着、蛍光管、乾電池も行う予定である。決まったら

追って広報等でお知らせする。

皆さんの負担でリサイクル事業を行っている。リサイクルできるものは

取り組んでいきたい。実は捨てる方が安く、リサイクルするということは

お金が掛かる。

一般ゴミの組成調査は、登栄のゴミ処理場に運ばれた回収ゴミを調査す

るのか。私はそうした場面に出会したことがないが、本当にやっているの

か。

ゴミ収集車の後ろに別な車両が付いて無作為に抽出し、実際のゴミなの

か、それともリサイクルできるものかを調査している。

紙や新聞、プラ系などは15％程度が混ざっている。

お金を払っているのだから、仕分けもせずに何でもかんでも有料ゴミ袋

に入れている。

悪い話ばかりしているが、美幌町はみんな良い人なので、そうした行動

をする人は少ない。現在、三期目の埋立処分場が整備されているものの、

二期目の埋立処分地が埋まろうとしている。これは皆さんのご協力で10

年程度の延命が図られたものであり、皆さんのお陰でお金を使わなくて済
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

藤原部長

（次頁から続き）

大場主幹

杢師委員

藤原部長

杢師委員

大場主幹

浅倉委員

藤原部長

浅倉委員

大場主幹

宮上委員（部会長）

大場主幹

宮上委員（部会長）

大場主幹

宮上委員（部会長）

んでいることは、我々もアピールしていかなければならない。ペットボト

ルを出す際に洗って頂くと、業者の買取価格が高くなる。

美幌の場合、ペットボトルのラベルは剥がす必要がない。自治体によっ

ては剥がして出す場合もある。

トレーなどを洗ってキレイに出すとＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄとランクがあり、Ｃ

だとお金を払わなければならないが、Ａだと逆に買い取ってくれる。そう

いったことを分からない方がたくさんいる。ただ分別すれば良いのではな

く、ランク付けがあることも町民に周知してはどうか。併せて、リサイク

ルセンターの処理の際に、あまりにも汚く、目に余るような状況であれば、

ゴミの現状を広報紙などでお知らせしてほしい。

キレイに出すと結果的にリサイクル料が安く済むため、処理場日記なる

もので周知に努めたい。

分別すれば良いのではなく、洗って出せば買取価格が上がるとか、ペッ

トボトルのラベルは剥がさなくて良いとか、住民は知らないので周知して

ほしい。

頂いた意見が上手く周知できるよう、できる限り広報紙などでお知らせ

したい。できれば、蛍光管を回収する時に併せて周知することも考えたい。

現在は蛍光管も割ってゴミとして出している。蛍光管は水銀蒸気である

が、どのように処理しているのか。

下水道と同じように水処理施設を持っており、そこで処理するので大丈

夫である。

最終の汚水処理施設があるのは承知するが、水銀は分離できるのか。

汚水は水処理しているが、その施設では水銀は検出されていなので、恐

らく、埋立場に残っていると推測される。なお、日本で水銀処理できる施

設は、留辺蘂のイトムカだけである。

ゴミ埋立場の許容年数を教えてほしい。

今年から三期目の埋立処理場を使用することになるが、９万７千立米あ

り、計画は15年になっているが、皆さんの努力で伸びることになる。

これが一杯になるとどうなるのか。

第四期目を造成することになる。なお、第二期埋立場が平成７年頃から

10年計画でスタートしたが、ゴミの有料化や分別を行ったことで、ゴミを

減らそうという意識が働いた結果、使用期間が約10年間も延びた。

ゴミ袋が破れやすくなったとよく聞くが、どういうことか確認したい。
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

大場主幹

大槻委員（副部会長）

大場主幹

浅倉委員

大場主幹

藤原部長

大場主幹

宮上委員（部会長）

宮上委員（部会長）

成田技師

藤原部長

大場主幹

藤原部長

ある時期にそうしたことがあった。ゴミ袋作成業者の裁断機の刃が欠け

袋の一部分にキズが入り、そうした現象が起きた。昨年、材質も替えたの

で今は大丈夫である。

開けたときに引っ付いているゴミ袋が一枚だけあった。使えないので捨

ててしまったが、そういう場合はどうなるのか。

役場に連絡頂ければ交換する。我々も業者にクレームとして伝えるので

連絡してほしい。先程の破れやすいゴミ袋も小売店ではまだ在庫している

場合も考えられる。そうしたゴミ袋があった場合は役場で交換する。

ディスクトップ型のパソコンを所有している方もいると思うが、テレビ

の回収とは違うのか。

テレビの回収とは違う。今までは処理料金を払って捨てていたが、法律

改正がありパソコン本体と一緒であれば回収できるようになった。

今は何でも回収できるようになった。パソコンやテレビは購入時に処理

費を払っている。始めにそうしたことでスタートしたものの、古い物はご

く少数になるため全部回収することで法律が変わった。

テレビ、冷蔵庫、洗濯機は回収できない。今は、小型家電を役場で回収

している。

２施策の内容や取り組み事項はこの内容を推進することとし、また、追

加したい項目はあるでしょうか。

〔なし〕

～ 要望がないことで、この内容は委員全員了承 ～

続いて、墓地・霊園、火葬場に入ります。

①この項目に関する、現状や課題を説明。

びほろ霊園の区画は返還が増えている。例えば、美幌に住んでいない息

子が自分の住む場所にお骨を持っていくことがある。今は、持っていく人

の方が逆に多くなっている。このため、新たに造成しなくても釣り合いが

取れている状況にある。

一時、びほろ霊園の区画が少なくなってきたため、二期目の造成計画に

入ったが、最近の現状は柏ヶ丘霊園や市街共同墓地の返還も出てきてい

る。区画を求める人は、新しい場所（びほろ霊園）よりも街並みの見える

市街地の墓地を希望する方が多くなってきている。

農村地区７箇所に設置する農家の共同墓地も返還は結構ある。
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

菅野委員（会長）

大槻委員（部会長）

大場主幹

菅野委員（会長）

大場主幹

菅野委員（会長）

藤原部長

大槻委員（副部会長）

菅野委員（会長）

浅倉委員

藤原部長

宮上委員（部会長）

杢師委員

大場主幹

火葬場もかなり古いと思うが、20年以上は経ってないか。

建物は新しいと思う。

炉は最近更新している。

町外転出による区画返還はあるとは思っていたが、それが原因で新規区

画造成を見合わせていることに繋がるくらいの数があるとは思わなかっ

た。

市街地にある墓地の需要と、びほろ霊園も若干の余裕があるため、その

辺りを見極めながら進めていきたい。ただし、人口が減っているため、こ

うした状況も考慮しなければならない。

人口減少も頭に置きながら、造成計画も議論していかなければならない

のかと思う。

お寺の納骨堂も墓地の扱いであるため、お墓を設けずにお寺に預ける方

もいる。

今は延命供養の方が選択肢が多いと思う。

私は美教寺の檀家だが、そういった趣旨で来年度から大改修する。

今は墓を持たない人もいる。

びほろ霊園の造成場所は、駐車場南側を所有しているため敷地はある。

ただ、現在は計画が止まっている状況となっている。

１施策の内容や取り組み事項はこの内容を推進することとし、また、追

加したい項目はあるでしょうか。

〔なし〕

～ 要望がないことで、この内容は委員全員了承 ～

〔会議終了後に次の意見がありました〕

紙おむつが出る家庭はどうしてもゴミの量が増える。老夫婦なら出す量

も少ないと思うが、まちづくり白書にも記載されており週２回の回収には

ならないものか。

町民の皆さんには、これまでゴミ減量の取り組みに努力頂いているが、

仮に週２回収集となれば当然ゴミ袋の金額にも跳ね返る。今後も、更なる

減量化に取り組むため、週１回の収集は継続するのでご理解願いたい。


